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お
詫
び

　
昨
年
秋
に
発
行
し
ま
し
た

会
報
２
５
号
で
地
域
振
興
会

会
長
吉
﨑
様
の
お
名
前
を

誤
っ
て
吉
「
崎
」
と
表
示
し
ま

し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
松
下
事
業
委
員
会
は

　
　
　
十
四
年
目
の
活
動
に

○ 

会
報
「
道
」
発
行
　

　
　
春
号
と
秋
号
（
年
二
回
）

○ 

第
十
一
回
藤
ま
つ
り

　
　
四
月
十
六
日
（
日
）

　
　
大
開
公
園
記
念
碑
前

○ 

記
念
碑
の
定
期
点
検

　
　
五
月
二
十
一
日
（
日
）

○ 

納
涼
夜
市
協
賛
（
予
定
）

　
　
八
月
七
日
（
月
）

○ 

第
十
二
回

　
　
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ

　
　
十
一
月
二
十
三
日
（
祝
）

　
　
大
開
公
園
記
念
碑
前

名
誉
会
長
　
　
増
永
　
正
始

会
　
長
　
　
　
舩
本
　
正
治

副
会
長
　
　
　
津
川
　
和
子

副
会
長
　
　
　
市
野
　
俊
哉

部
会
長
　
　
　
北
川
　
和
正

松
下
研
究
部
会
部
会
長

　
　
　
　
　
　
松
本
　
好
治

会
報
部
会
部
会
長

　
　
　
　
　
　
横
田
　
和
秀

イ
ベ
ン
ト
部
会
部
会
長
　
　

　
　
　
　
　
　
水
野
　
敏
雄

女
性
部
会
　
　
野
村
千
恵
子

　
同
　
　
　
　
瀬
川
　
幸
恵

事
業
会
計
　
　
辻
花
　
悦
子

同
監
査
役
　
　
中
田
　
秀
雄

支
援
会
計
　
　
藤
本
　
賢
司

同
監
査
役
　
　
水
田
　
英
二

事
務
局
長
　
　
松
本
　
好
弘

事
務
局
次
長
　
笹
野
　
舜
輔

事
務
局
員
　
　
舩
本
ト
シ
子

特
別
相
談
役
　
酒
井
　
豊

相
談
役
　
　
　
藤
本
　
賢
司

顧
　
問
　
　
　
藤
井
　
宏
一

　
同
　
　
　
　
太
田
　
勝
義

　
第
十
一
回
藤
ま
つ
り
開
催
の
お
知
ら
せ

　
平
成
二
十
九
年
度

  

「
行
事
予
定
」

　
平
成
二
十
九
年
度

　
　「
役
員
名
簿
」

春
の
イ
ベ
ン
ト
藤
ま
つ
り

　
藤
ま
つ
り
は
、
今
年
十
一

回
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年

は
、
藤
棚
に
見
事
な
藤
が
咲

い
た
こ
と
も
あ
り
、
大
勢
の

方
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
代
り

訪
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今

年
も
里
親
募
集
や
里
子
の
頒

布
、
品
評
会
な
ど
を
開
催

し
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
お
揃
い
で
お
越
し
下
さ

い
。

　
詳
細
は
、
下
段
の
藤
ま
つ

り
開
催
の
案
内
を
ご
覧
下
さ

い
。

記
念
碑
の
定
期
点
検

　
今
年
も
記
念
碑
の
定
期
点

検
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
点

検
は
平
成
二
十
三
年
か
ら
始

め
て
今
年
は
五
回
目
に
な
り

ま
す
。
記
念
碑
は
、
当
委
員
会

の
基
本
で
あ
り
ま
す
。
引
続

き
良
好
な
状
態
で
維
持
管
理

し
ま
す
。（
写
真
）

納
涼
夜
市
協
賛

　
今
年
も
八
月
に
開
催
さ
れ

る
予
定
の
野
田
阪
神
本
通
商

店
会
主
催
の
納
涼
夜
市
を
協

賛
し
ま
す
。

秋
の
イ
ベ
ン
ト

　
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ

　
恒
例
の
ぜ
ん
ざ
い

パ
ー
テ
ィ
は
、
今
年
も

十
一
月
二
十
三
日
（
祝
）

に
開
催
し
ま
す
。
早
い

も
の
で
今
年
は
十
三
回

目
を
迎
え
ま
す
。
い
つ

も
の
通
り
つ
き
た
て
の

お
餅
で
大
開
の
美
味
し

い
ぜ
ん
ざ
い
を
提
供
し

ま
す
。

事
務
局
長
　
松
本
好
弘

　
当
委
員
会
は
、
２
０
０
３
年
に
発
足
以
来
十
四
年
目

の
活
動
に
入
り
ま
す
。
こ
の
間
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご

指
導
ご
支
援
を
頂
き
今
日
ま
で
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
今
年
も
例
年
通
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、

微
力
な
が
ら
町
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　
当
委
員
会
が
開
催
す
る
藤

ま
つ
り
は
、
地
域
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
各
位
の
皆
様
の

お
か
げ
で
、
十
一
回
目
を
迎

え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
地
域
の
皆
さ
ん
の

藤
の
花
が
満
開
と
な
る
で
あ

ろ
う
四
月
十
六
日
の
日
曜
日

に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
大
開
地
域
の
皆
さ
ん
に
自

慢
の
藤
を
持
ち
寄
っ
て
い
た

だ
き
、
花
咲
く
藤
を
愛
で
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
当
日
は
、
昨
年
の
藤

ま
つ
り
で
お
預
け
し
た
藤

の
里
子
を
お
持
ち
い
た
だ

い
た
大
開
地
域
の
藤
の
里

親
の
方
限
定
で
、藤
の
里
子

と
し
て
鉢
植
え
の
野
田
藤

を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　
再
び
一
年
間
育
て
上
げ

て
い
た
だ
き
、
来
年
再
び
、

こ
の
場
に
持
ち
寄
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
　

　
今
年
も
福
島
区
あ
げ
て

の「
の
だ
ふ
じ
巡
り
２
０
１

７
」の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
て
お
り
、多
く

の
皆
様
の
ご
来
場
を
心
待

ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日
時

　
四
月
十
六
日
（
日
）　

　
午
前
十
時
〜
十
二
時

開
催
場
所
　

　
大
開
公
園
　
記
念
碑
前

※
小
雨
決
行

　
事
務
局
長
　
松
本
好
弘



（２）会　　　　　報平成29年4月１日

ホームページ:http://www.ohiraki-matsushita.com　

　

　

　
　

　
　

　野田阪神　中華レストラン

　

　　大開１丁目２-９
　　TEL6461-3505

　

　

　

　　　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ
お
お
ひ
ら
き
松
翁
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
員
　
中
川
　
輝
　

　
平
成
二
十
八
年
度
活
動
報
告

　
　
　

　
第
十
二
回
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
開
催

　
昨
年
９
月
よ
り
Ｐ
Ｈ
Ｐ

お
お
ひ
ら
き
松
翁
会
の
末

席
に
加
え
て
い
た
だ
き
、

僭
越
な
が
ら
松
下
幸
之
助

氏
の
足
跡
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
自

身
も
一
介
の
起
業
家
と
し

て
、
小
さ
な
規
模
で
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
国
内
外
で
４

社
の
設
立
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
２
０
１
８
年

に
松
下
幸
之
助
氏
の
創
業

１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
仮
に
ご
存
命
で

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
な
ら
ば
、

必
ず
や
訪
れ
た
で
あ
ろ
う

創
業
の
地
に
同
人
を
お
迎

え
す
る
気
持
ち
で
、
地
域

社
会
の
一
員
と
し
て
の
お

も
て
な
し
準
備
に
取
り
組

ま
せ
て
い
た
だ
く
と
共
に
、

一
起
業
家
と
し
て
は
、
１

０
０
年
前
の
創
業
の
志
に

燃
え
る
松
下
幸
之
助
青
年

と
共
に
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
く
、
こ
う
し
た
気
持
ち

で
物
事
に
当
た
っ
て
い
く
こ

と
で
、
自
分
の
力
以
上
の
不

思
議
な
後
押
し
を
い
た
だ
い

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。

　
奇
し
く
も
労
働
観
念
の
変

化
、
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
、
世
の
中
が
大
き
く
変
化

し
て
い
る
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
万
物
の
生
成
発
展
と
い

う
真
理
に
寄
り
添
っ
た
松
下

幸
之
助
氏
な
ら
ば
、
ど
の
よ

う
な
「
道
な
き
未
知
」
を
切

り
開
い
た
の
か
、
興
を
持
つ

に
堪
え
ま
せ
ん
。
我
々
は
、

同
氏
を
始
め
と
す
る
諸
氏
が

人
生
を
懸
け
て
考
え
抜
か
れ

た
人
間
観
等
を
、
書
物
な
ど

で
最
初
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
す
。
こ
う
し
て
引
き
継

い
だ
道
の
先
に
、
如
何
に
し

て
新
た
な
未
知
を
切
り
開
い

て
い
く
の
か
、
こ
れ
も
ま
た

脈
々
と
続
く
人
間
の
使
命
で

あ
ろ
う
と
感
じ
ま
す
。

　
末
筆
な
が
ら
、
こ
の
よ
う

な
寄
稿
の
機
会
を
い
た
だ

き
、
ま
た
こ
れ
ま
で
の
道
を

切
り
開
か
れ
た
先
輩
諸
氏
に

感
謝
と
尊
敬
の
念
を
申
し
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
道
な
き
未
知
を
切
り
開
く

町
お
こ
し
部
会
　

　
当
部
会
で
は
、
昨
年
四
月

二
十
三
日
に
第
十
回
藤
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
開

小
学
校
と
幼
稚
園
、
有
志
の

方
に
育
て
て
頂
い
た
藤
を
頒

布
い
た
し
ま
し
た
。
　
十
一

月
二
十
三
日
の
第
十
二
回
ぜ

ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
公

園
内
に
行
列
が
出
来
る
程
の

盛
況
で
し
た
。

　
今
回
も
地
元
諸
団
体
の
皆

様
の
ご
協
力
を
得
て
盛
大
に

実
施
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
　
八
月
に
は
、
野
田
阪

神
本
通
商
店
街
の
納
涼
夜
市

に
も
協
賛
し
ま
し
た
。

松
下
幸
之
助
研
究
部
会
　

　
松
下
政
経
塾
関
西
研
修
で

は
第
三
十
七
期
塾
生
の
皆
さ

ん
の
来
訪
を
受
け
創
業
の
地

を
案
内
し
ま
し
た
。
今
後
も

創
業
の
地
の
案
内
は
積
極
的

に
継
続
い
た
し
ま
す
。

記
念
碑
管
理
部
会
　

　
公
園
愛
護
会
、
お
お
ひ
ら

き
松
翁
会
の
協
力
を
得
て
記

念
碑
及
び
周
辺
の
美
化
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
一
昨
年
よ

り
記
念
碑
上
の
藤
棚
に
防
鳥

網
を
展
開
し
た
結
果
、
素
晴

ら
し
い
藤
の
花
の
開
花
を
見

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
　
五

月
末
に
は
四
回
目
の
記
念
碑

の
点
検
と
大
掃
除
を
行
い
ま

し
た
。

　
な
お
記
念
碑
、
銘
板
、
藤

棚
は
お
お
む
ね
良
好
な
状
態

で
し
た
。
　
　

　
　
事
務
局
長
　
松
本
好
弘

　
当
委
員
会
で
は
、
昨
年
の

十
一
月
二
十
三
日（
水
・
祝
）、

大
開
公
園
の
記
念
碑
前
に
て

第
十
二
回
「
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー

テ
ィ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ぜ
ん
ざ
い
パ
ー
テ
ィ

は
、
ぜ
ん
ざ
い
が
好
物
で

あ
っ
た
松
下
幸
之
助
さ
ん
に

ち
な
み
、
良
質
の
ア
ズ
キ
に

加
え
一
昨
年
か
ら
、
松
下
幸

之
助
さ
ん
の
故
郷
で
あ
る
和

歌
山
県
産
の
も
ち
米
を
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
津
川
実
行
委
員
長
の
開
会

宣
言
を
待
た
ず
に
長
蛇
の
行

列
が
で
き
、
準
備
さ
れ
た
六

〇
〇
食
が
一
時
間
ほ
ど
で
完

食
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
三
井
住
友
銀
行

様
、
大
開
女
性
会
、
商
店
街

女
性
部
、
大
開
夢
と
希
望
の

会
を
は
じ
め
、
各
団
体
の
皆

様
方
に
は
、
改
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
副
会
長
　
市
野
俊
哉

263,365

167,000

68,000

50,000

44,002

592,367

103,954

14,040

76,195

13,825

26,068

0  

5,000

239,082

353,285

　
ぜ
ん
ざ
い
を
頬
張
る

　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち

　
　

　
昨
年
行
わ
れ
た

　
　
藤
ま
つ
り
の
品
評
会


